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＜病棟連絡事項＞
・薬局より以下連絡あり。
お盆期間　8/13（金）～8/16（月）　までの連絡です。
　外来休診8/13（金）～8/16（月）
　薬局出勤　8/14（土）8：00～17：00（松田 薬局長　1名）
・注射
　　本日8/12（木）に8/13（金）と8/14（土）分を渡します。
　　8/14（土）に8/15（日）～17（火）までの分を渡します。
・定期（シロップ以外）
　　8/18（水）服用スタート分の定期薬は8/12（木）午後に出来上がります。
　　通常8/17（火）に渡しますが、早く受け取りたい場合は薬局まで連絡を下さい。
　　但し、渡すのはシロップ以外の薬剤です。
以上、宜しくお願いします。

・庶務チームより下記連絡あり。
本日の当直は馬渡先生ですが、あおぞらクリニックの診察で19：10頃に帰ってきます。それまでは田名部先生が残業します。部署内の周知をお願い致します。

＜東病棟入院・入室状況＞
【入院】
・青木　昭弘様～東病棟Dユニット17号室
・小笠原　笑子様～東病棟Dユニット19号室
【退院】
・西村　佳也様～東病棟Bユニット3号室
【転出】
・若沢　広志様～東病棟Dユニット18号室→西病棟Bユニット26号室
・盛合　甫夫様～東病棟Bユニット2号室→南病棟Aユニット116号室
・石和　忠典様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット114号室

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～ロナセンテープ　14枚　2枚/日(8/12分より)処方となる。

・船場　稔様～頭痛時薬の処方希望あり。頭痛時カロナール(200)2Tの指示と同薬10回分処方となっている。PSWより連絡あり、介護保険の区分変更の調査を実施したいと役場より連絡があり、8/26(木)はどうか？との相談であった。8/26(木)の予定や勤務者人数等確認の上で8/26(木)でOKの返答をする。その後、時間確定し、14:00～　内科診察室で実施予定となる。

・中山　真由美様～ヒアルロン酸Na点眼液1本処方となる。

・西村　佳也様～10:30～主治医面談実施。はじめに主治医と妻様とで面談。これまでも、家庭内のトラブルが度々あったが、原因としては夫の方で何も相談も無くバイクを買ったりする等の行動を起こしている事もあったようである。元々、妻には話をしていく事が少なかったようであるが、言っても分かってもらえないという気持ちがあったとの事。その後、本人も同席して頂き、こうした事を改善させて互いに疎通を良くすることで自身のストレス軽減になることが期待できると主治医より指導を行っている。本人と妻様から退院となる事は了承され、本人は本日退院希望される。妻様も了解され、本日退院となる。しばらく本人は叔母様宅で過ごしていく予定。本日午後退院予定となる。初外来日に関して主治医より9/11の空いている時間帯で設定するよう指示あり、医事課へ確認後、本人へ来院可能な時間を確認し、9/11(土)10:00予約としている。主治医にも情報提供済み。妻様は様々な用事を済ませてから本人の迎えに来られるとの事であった為、退院指示を15:00として出して頂いている。

・田端　香織様～11:30～主治医面談実施。母親と妹と主治医とで面談実施。看護師同席。母親の訴えは過去の本人の出来事に終始している。その時の入院時にあった事(他病院の事)を引き合いに出すが、妹にも「それは他の病院の事でこの病院とはちがうよね」と言われている。本人は、今回の入院で友達ができたらいいなと話していたと。服薬調整中であり入院継続の方向である事を主治医から告げ、母親も了承している。本人の架電回数が多い事について、負担ではないか母親に確認。いつでも本人がかけたいときに掛けさせて構わないとの事。

・荒谷　キクヱ様～とろみが足りないとむせ込みがある。とろみをつけても嚥下困難はある。栄養士と相談して全トロミへ変更する。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入し他者の私物を弄る迷惑行為見られており、早めに開放観察終了としている。室内での問題行動は無い。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。
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・飯田　修子様～終日隔離中。不機嫌さは見られず大声や壁蹴り等の行為もない。不機嫌さなく過ごしている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・田端　香織様～20時～6時の時間隔離中。自身の要求訴えが頻回に見られ、都度説明をしているが同じ内容の事も何度も繰り返して訴えている。架電要求も頻回に見られている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・清水　志野様～電話要求あり、対応。母親へ掛け、終始怒鳴っている。

・赤坂　キミ様～昨日入院。不調訴え無くホールで過ごしている。時折妄想的内容を含んだ帰宅要求に関した訴えがあり、なかなか説明を聞き入れず一時的に興奮する事が見られている。

＜田名部Dr.診察情報＞
・田端　香織様～臨時薬同内容で7日分処方。面談の詳細は上記患者様連絡事項を参照。

・高橋　義明様～声掛けに拒否なく診察室まで来る事できている。自分からは話さないも主治医からの質問にうなずきで答えている。臨時薬はレキサルティ1mg終了、他同内容で7日分処方。

・袴田　将志様～臨時薬はアリピプラゾールOD錠24mg→12mgへ減量、炭酸リチウム錠600mg終了、他同内容で7日分処方。背部・肩・腰痛訴えあり、フェルビナクスチック軟膏処方。

・谷地　寿梨様～臨時薬はオランザピンOD錠5mg追加、他同内容で7日分処方。

・藤井　孝蔵様～定期薬処変無し。

・久保　與介様～臨時薬はレボトミン錠10mg就床前に追加、他同内容で7日分処方。

・安達　貴浩様～定期薬処変無し。歯痛み訴えあり、ロキソプロフェンＮａ（60）処方。

・若沢　広志様～臨時薬はトラゼドン塩酸塩錠25㎎追加、他同内容で7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・荒谷　政藏様～右第1趾爪混濁、肥厚、変形あり。周囲に発赤、腫脹→ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ保護。診断名：瘭疽(ひょうそ)
Rp)　ゲンタマイシン軟膏　1本

・北向　勇治様～左頬骨部に発赤、2㎝径の稍暗紅色を帯びる。同前処置。

・宮崎　宏之様～皮疹軽快。同前処置。

・澤口　利香様～両前腕著明に軽快。同前処置。耳後部～項部に紅斑
→ロコイド軟膏塗布

・小笠原　久年様～稍軽快か。同前処置。

・若沢　理子様～①、②皮疹漸次軽快。同前処置。

・城前　実様～①稍軽快　②爪剥離
①、②ともに同前処置。

・水梨　孝純様～特変無し。同前処置。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和3年8月12日　11：14
氏　　名：青木　昭弘様
生年月日：平成15年4月2日　18歳
病　　名：中等度知的障害
性　　別：男性
主 治 医：田名部Dr
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Dユニット17号室
【経過】
R2年6月3日、担当者の対応にイライラしたり易興奮性見られるようになった。施設職員との関係性から、易興奮性、自傷行為（爪を噛む、足裏の皮を剥く）が激しくなり、ドアを破損するなどの行為があり、施設職員から病院受診し服薬を勧められ初診。以後、外来通院継続し薬物調整を行っていた。施設職員と母親との関係性不良もあり、何度か入院の話もあったが、母親の拒否が見られていた。R3年8月にはいり、夏休みと言うこともあり、不穏状態が続き頓服の対応するが症状変わらず、利用者や職員に対する暴力行為や施設を出ていこうとする行動があり、施設も対応困難な状況になる。母親に現状説明しても、施設の職員の対応が悪いの一点張りの為困り果てている状況見られる。施設内での本人への陰性感情が増している状況もあり、病院側から、期間限定での環境調整をしてはいかがかとの提案。8月20日まで入院する事として母親が了承された為、R3.8.12　東病棟Dユニット17号室へ医療保護入院となる。

日　　時：R3年8月12日　12:13
氏　　名：小笠原　笑子（おがさわら　えみこ）様
生年月日：昭和15年9月26日（80歳）
病　　名：アルツハイマー型認知症
合 併 症：アルコール依存症・うつ病
性　　別：女性
主 治 医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Dユニット17号室
＜経過＞
　当院、H30.3.21、アルコール依存症治療目的で初診・入院となる。H30.6.10退院し有料老人ホームいちばん星へ入居、以後三戸病院のメンタルヘルス科通院していた。最近施設内で帰宅要求や飲酒要求が頻回となっている。また飲酒要求から他利用者に酒を買ってくるように頼むことや、他利用者に対しての被害妄想(部屋の向かいの人がものを盗んでいる)も聞かれており、他利用者も落ち着かない状況になっている。日中はデイサービス「八幡の湯」を週4回利用しているが、デイサービスでも被害妄想等を話しており、デイサービスの他利用者も本人と距離を取っているような状況。上記から、有料老人ホームからは退居の話も出ている為、症状軽減と環境調整目的を希望し、当院への入院を希望。R3.8.12当院受診。診察にて入院加療について説明行うが、本人からの適切な理解は得る事は出来ず、長女様より入院への同意得て、12:13東病棟Dユニット17号室へ医療保護入院となる。
